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 それから約 30 年、技術は急速に進歩し、世の
中は確実に変わってきている。人工知能研究の
世界的権威である Ray Kurzweil は、2045 年に
人工知能が人間の能力を超えるという技術的特
異点（Technological Singularity）を迎えると予
測している。これから約 30 年後である。 






































年 9 月に Moodle 2 から Moodle 3 にアップデー
トしました。2017 年 2 月現在のバージョンは，
3.0 であり，2017 年 3 月に 3.1（あるいは 3.2）に


































図 1．Select missing words 
図 2．Editing a select missing words question 
－Question text㻌
図 3．Editing a select missing words question 
－Choices㻌













































1) New features – MoodleDocs (Moodle 3.0), 
https://docs.moodle.org/30/en/New_features 
2) New features – MoodleDocs (Moodle 3.1), 
https://docs.moodle.org/31/en/New_features 
図 5．Select missing words－Group㻌
図 6．Drag and drop into text㻌
図 7．Download selected assignment㻌
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テキスト [第 10 版], 富山大学出版会(2016) 
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Moodleは使ってみると結構おもしろい！ 医師キャリアパス創造センター 助教 三原弘   １． 自己紹介と背景  富山大学医学部は領域別認証評価を受審する準備を進める中で組織内研究(IR)機能を持った医学教育センターを2015年2月に設置しました。認証評価の詳細は医学部FD資料1)で参照頂けますが、要するに、Moodleを有効活用することなどで能動的学修を促進させ、学生・講義・試験・入試プロセスそれぞれをしっかり評価して改善に役立たせよう、ということだと理解しました。筆者は、消化器内科医ですが、ちょうど認証の実地調査直前に、センターへ異動し、そのままMoodle広報役を自主的に拝命(？)することになりました。本稿は、Moodleが本学で更に有効活用され、また、センターとの新たなMoodleパートナーを獲得することを目的に、一教員及び、センタースタッフとしてのMoodle活用事例の紹介と今後の課題を記載します。  ２． Moodle3活用事例  担当者である秋山氏にメールを送ると早い時は1時間以内にコースを作成頂け、驚きました。大勢の履修学生登録は、一括登録機能が便利です。  1） 授業資料の事前配布 まず、カラー資料の事前配布から試されてはどうでしょうか？学生が予習時間を十分確保でき、能動的学修につながります。実際、学生のアクセスログを拝見していると、授業前に資料にアクセスしており、教員側は「講義で初めて資料を見せるからインパクトがある」という気持ちもあるかもしれませんが、予習したい学生の気持ちに応えたいものです。教員側にもメリットがあり、主目的ではないですが、紙媒体は白黒で済ませることができ、カラー印刷代を節約できます（数十万円単位）。デメリットは、逆に学生がカラー資料を印刷したい場合、付与されている月2000点の印刷権を使用して印刷する必要があります。2015年度の医学科3-5年生の印刷状況を評価したところ、平均的な学生は、月あたり1000ポイント（A3白黒50枚、A3カラーで25枚）の余裕があり、3・4年生は6・7月のみ余裕がないことが判明しました。印刷するかは学生の学習スタイルによるわけですが、同じ月に印刷枚数が極端に増えないよう全体を見
渡した印刷スケジュールを提示していくことも今後必要になるかもしれません。教員側としては、オンラインにおける著作権2）、個人情報保護等により注意が必要となります。PDFファイルはパスワードで編集制限をかけられますが、比較的容易に解除でき、解除されても保護できるような操作が必要となります。  2)小テストを作成する  テキスト、画像、動画、YouTubeの貼り付けを覚えたら、次は、小テストにチャレンジしてみましょう。筆者は、講義中、臨床実習のセミナー前、学生対象勉強会で、学生に小テストをスマホやPCから解答してもらっています。重要ポイントと理解度が教員と学生で共有できるのが良いです。医学科4年生の臨床講義中に任意で21問解いてもらったところ、学年全体の60％が全問解答しました。正答率、及び、良問の判定に用いられる識別係数が自動算出され、教員は講義の出来を振り返ることができ、また、小テスト自身の改善に役立てることもできます。  3)反転授業 反転授業とは能動的学修の一実践活動ですが、医学部では、解剖学実習で一條教授が最も実践しておられます3)。筆者は医学科5年生の消化器内科の臨床実習中に開催しているセミナー前に、Moodleから解説ビデオを視聴後、小テストを受けてから、実際のセミナーに参加してもらっています。学生はすでに基礎知識を身に付けているため、セミナー中のディスカッションで発言が増えた印象があります。全ての教育活動を反転授業にする必要はないと思われますが、もう少し、基礎知識を身に付けた上でのディスカッション中心の講義が増加すれば良いなと考えています。まずは、講義のビデオサマリーを15分程度で作成し、学生がMoodleから視聴できるようにしておけば、予習・復習時間は増加するものと予想されます。話は飛びますが、認証評価の実地調査の際に、臨床講義中に後ろの方に座っている学生が、予備校のビデオ講座をスマホから視聴しているところをばっちり目撃されていました。予習・復習できる資料を提供し、参加型授業にしないと、学生は予備校ビデオを視
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聴し続けるという笑えない状況になるのでしょう。  4)動画作成 では、どうすれば分かりやすい動画を簡便に作成できるのでしょうか。スマホ、PC、ビデオカメラに向かって授業することが最も簡便です。また、PowerPointの「スライドショーの記録」機能でナレーションを保存し、エクスポートで「ビデオを作成する」ことでも良いでしょう。また、センターで導入しているデスクトップそのものを録画できるソフト（camtasia studio）も利用可能です。更にこってくると、ビデオ編集ソフトで注釈を追加したりすることもできます。注意点は、Moodleは、100MBの上限があり、MP4形式が良いようです。  5）その他の有用な機能と、改善して欲しいこと アンケート自動集計、レポート提出・未提出者検出、学生からの質疑応答などが他の有用な機能です。改善して欲しいこととしては、利用者がまだ少数派であることに起因していますが、①学生や教員が自分のID、パスワードを覚えていない場合、ログインできず、コース運営に支障がでます。アンケート自動集計などでは、ログインしなくても、URLを入力すれば一部機能は使用できるようにならないでしょうか。②大多数の学生は、大学のEメールを使用していないことに起因していますが、Moodleから学生にコースの案内メールを配信しても伝達されません。入学時に、転送設定を徹底させるか、低学年から継続的に大学のEメールを使用するか対応が必要と考えられます。また、そもそも、Eメールも使用しておらず、LINEに転送できれば、より連絡ミスが減ると考えられます。  もう一点実装して欲しい機能として、レポートは簡単に提出でき、未提出者も簡単に見つけることができるようになりますが、少数の教員が大量のレポートを評価することは今後も困難と思われます。できれば、テキストマイニング機能による自動採点ソフトや、インターネット情報や友達/先輩のレポートのコピペを見つける剽窃チェックソフトなどの導入も望まれます。  ３． 今後の課題  ラーニングコモンズとは、学生の学習支援を意図して大学図書館に設けられた場所や施設のこと、いわゆるハード面を指しますが、医学生は無料で公開されている医師国家試験問題に解説をつけた高価な問題集や、数十万円もする医師国家試験対策ビデオを購入しています。学習コンテンツとし
てのラーニングコモンズ（ソフト面として）がMoodle上に必要ではないでしょうか。 ところで、認証評価において、学内試験の公開、識別係数などによる質の評価、及び、試験の改善も要求されていましたし、今後、卒業時点で身に付けておかないといけない能力（コンピテンシー）と、各学年で到達している能力（マイルストーン）を順に定義していく必要性があります。同時並行で、Moodle上に各学年及び、卒業時点で到達すべき問題ストック群が形成・共有されると、学生・教員共に、大いに学修、及び、教育の参考になるものと思われます。  「レッスン」という「活動」は、RPGゲームのように状況設定と問題を自由に提示し、典型的なシナリオを進行させながら、その過程で学習項目を一つずつ確認することを可能にします。現在の医師国家試験は多肢選択法(MCQ)のみの出題ですが、実技を含めた課題を順々に解決するパフォーマンスを評価する臨床実習後客観的臨床能力試験(Post-CC OSCE)も国家試験化する見込みです。また、2017年度医学科3年生後期から能動的学修としてのグループ学習が始まります。少人数の教員で上記の学習課題を運営するために「レッスン」が活用できないか、検討しているところです。  ４．最後に  文章を読み返す中で、学生の参画の記載が漏れていることに気付きました。学生にもMoodle上の学習コンテンツ作成に関与してもらえるのではと気付いた所で、筆を置きたいと思います。  【参考文献】 1. 関根 道和：平成28年度第二回医学部FD"医学教育のグローバル・スタンダード-分野別認証評価にもとづく医学教育改革について-"2016年9月30日（アクセス日2016.11.03） 2. 吉田 素文：大学教育における他人の著作物を含む電子・オンライン教材の作成と利用に関するQ&A（アクセス日2016.11.03） 3.一條 裕之：解剖学教育における反転授業の実践 Flipped Classroom in Human Anatomy Education、第48回日本医学教育学会大会2016年7月、大阪  三原 弘<mighty@med.u-toyama.ac.jp> (医師キャリアパス創造センター) 
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HOHDUQLQJ（0RRGOH）を用いた教育訓練の実施

































































































































































































































































































































図 3 Word から XML への変換例及び XML の内容 
図 1 Word 文書への穴埋め問題の記述
例 













































































 穴埋め問題で表を利用した場合の Word 文書例
を図 10 に示す。レイアウト調整を目的としてオ
プション設定で「罫線なし」を選択した場合の





図４ 画像挿入例（Word 文書） 
図５ Moodle での画像表示例 
図７ Moodle での YouTube 表示例 
 






















































ら Moodle XML ファイルへの変換および，Moodle 








Word 文書記述例を図 13 に，Moodle での表示例


















図 10 :RUG文書での作表の記述例 
図 11 罫線なしの場合の Moodle での表示例 
図 14 Word ファイル，XML ファイルの相互変換 
図 13 正誤問題の記述例 
図 14 正誤問題のMoodleでの表示例 















組み合わせ問題の Word 文書での記述例を図 16
























 不正解項目を追加した時の Word での記述例を
























1 畑 篤，木原 寛，上木 佐季子：“Word を利
用した Moodle 穴埋め問題一括変換ツールの開
発”，Moodle Moot Japan 2015 Proceedings, 
p.25-26(2015) 
2 畑 篤，木原 寛：“Word を利用した Moodle
穴埋め問題一括変換ツールの作成（2）―正誤，
組み合わせ問題の変換及び Moodle XML ファイ
ルの逆変換”，Moodle Moot Japan 2016
Proceedings, p.36-41(2016) 
3 畑 篤：“Word を利用した Moodle 穴埋め問題
一括変換ツールの開発“，富山大学総合情報基盤
センター広報，Vol.13，p.59-64（2015） 
4 畑 篤：“Word を利用した Moodle 穴埋め問題
一括変換ツールの開発（２）“，富山大学総合情
報基盤センター広報，Vol.14，p.90-96（2016） 
5 Moodle 2 の穴埋めテスト問題変換ツール 
http://www.itc.u-toyama.ac.jp/moodle2/launcher/ 
図 15 組み合わせ問題の記述方法 
図 16 組み合わせ問題の記述例 
図 17 組み合わせ問題のMoodle表示例 






























































表 1. 穴埋め問題 sub-questions フォーマット 


























表 2. 穴埋め問題の構造 
記号等 使用法 

































































3) Moodle 問題バンクへのインポート 
変換した Moodle XML フォーマット・ファイル
をMoodleの問題バンクにインポートする（図10，










4) Moodle 問題バンクでの問題確認 
インポートした問題を Moodle の問題バンクで










頂いた 医学部 木村裕三先生に感謝する． 
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[1] 畑篤：「Word を利用した Moodle 穴埋め問題一
括変換ツールの開発」，富山大学総合情報基盤セ
ンター広報，Vol.12，pp.59-64，2015． 





















富山大学 &6,57 沖野 浩二

 平成  年に本学において、大きな情報インシデントが発生した。これを受けて、本学では、大学
をあげてのセキュリティ体制の整備を行うこととなった。その一環として、構成員のセキュリティレ



































































































































































盤センター ICT 教育推進研究開発部門 の協

































































































総合情報基盤センター 教授 布村 紀男 
 
ここ数年、ビッグデータ活用に併せて人工知能(AI)の話題が各方面で取り上げられています。画像



























































































word2vec の手法は、 skip-gram(SG) モデルと



















OS: ubuntu 16.04 LTS (64ビット） 
日本語形態要素解析: MeCab ver.0.996 
スクリプト言語: ruby ver. 2.2.3 
テキスト変換: wp2txt ver.0.8.0 




word2vec 導入の前に subversion と build-essential
をインストールします。 





$ cd  














$ sudo apt-get install mecab libmecab-dev 










$ cd mecab-ipadic-neologd 
$ ./bin/install-mecab-ipadic-neologd -n 
辞書のインストール先を確認します。 





訓練データで用いる日本語 wikipedia の dump ファ
イルをテキスト形式へ変換するためのツール
wp2txt[15]を導入します。





eval "$(rbenv init -)" 
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・設定の反映
$ source ~/.bashrc 
・UEHQYでインストール
$ rbenv install 2.2.3 
$ rbenv local 2.2.3 
$ rbenv global 2.2.3 
$ rbenv exec gem install wp2txt bundler 
$ rbenv rehash 
 
４．４訓練データの入手とクレンジング（洗浄）

















$ rbenv exec wp2txt --input-file jawiki-
latest-pages-articles.xml.bz2 
 
 3. cat コマンドで変換された複数のテキストファイ
ルを1つにまとめます。 
 






$ cat jawiki-dump.txt | mecab -d 
/usr/lib/mecab/dic/mecab-ipadic-neologd -








$ word2vec -train jawiki-wakati.txt -output 
jawiki-train.bin -size 200 -window 5 -binary 1 


























㻝   大阪 㻜㻚㻤㻞㻠㻝㻠㻥
㻞 名古屋 㻜㻚㻣㻣㻟㻥㻜㻜
㻟   横浜 㻜㻚㻣㻠㻣㻠㻡㻤
㻠   京都 㻜㻚㻣㻠㻠㻥㻜㻟
㻡   関西 㻜㻚㻣㻝㻟㻣㻥㻝
㻢   新宿 㻜㻚㻣㻝㻝㻡㻜㻞
㻣   神戸 㻜㻚㻣㻝㻜㻤㻣㻣
㻤   札幌 㻜㻚㻣㻜㻣㻠㻥㻣
㻥 神奈川 㻜㻚㻣㻜㻟㻣㻡㻥
㻝㻜   銀座 㻜㻚㻣㻜㻟㻞㻝㻟
㻝㻝   福岡 㻜㻚㻣㻜㻜㻡㻞㻥
㻝㻞   関東 㻜㻚㻢㻥㻠㻟㻡㻡
㻝㻟   浅草 㻜㻚㻢㻥㻜㻟㻞㻞
㻝㻠   仙台 㻜㻚㻢㻤㻥㻣㻟㻟
㻝㻡   新潟 㻜㻚㻢㻤㻤㻣㻠㻣
㻝㻢 日本橋 㻜㻚㻢㻤㻤㻡㻡㻝
㻝㻣   静岡 㻜㻚㻢㻤㻝㻥㻢㻣
㻝㻤   広島 㻜㻚㻢㻣㻥㻤㻠㻤
㻝㻥 八王子 㻜㻚㻢㻣㻣㻝㻥㻥
㻞㻜   池袋 㻜㻚㻢㻣㻡㻤㻣㻣
順位 語 距離
㻝  金沢 㻜㻚㻤㻞㻡㻡㻥㻠
㻞  福井 㻜㻚㻣㻢㻟㻝㻥㻟
㻟  静岡 㻜㻚㻢㻥㻥㻞㻠㻤
㻠  新潟 㻜㻚㻢㻥㻠㻝㻥㻤
㻡  長野 㻜㻚㻢㻥㻟㻞㻤㻝
㻢  浜松 㻜㻚㻢㻤㻜㻞㻟㻡
㻣  岐阜 㻜㻚㻢㻣㻝㻝㻥㻜
㻤  秋田 㻜㻚㻢㻡㻥㻟㻣㻡
㻥  山形 㻜㻚㻢㻡㻡㻝㻥㻣
㻝㻜  敦賀 㻜㻚㻢㻡㻜㻡㻝㻠
㻝㻝  高岡 㻜㻚㻢㻠㻥㻟㻤㻣
㻝㻞  魚津 㻜㻚㻢㻠㻣㻜㻟㻣
㻝㻟  氷見 㻜㻚㻢㻟㻤㻠㻢㻤
㻝㻠 和歌山 㻜㻚㻢㻟㻤㻞㻜㻣
㻝㻡  鳥取 㻜㻚㻢㻟㻣㻣㻝㻣
㻝㻢  群馬 㻜㻚㻢㻟㻡㻢㻤㻝
㻝㻣  栃木 㻜㻚㻢㻟㻡㻟㻜㻞
㻝㻤  山梨 㻜㻚㻢㻟㻜㻢㻝㻡
㻝㻥 名古屋 㻜㻚㻢㻞㻥㻣㻡㻠
㻞㻜  高知 㻜㻚㻢㻞㻥㻣㻟㻤
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学習まで オーム社 (2016). 
[2] 齋藤康毅: 「ゼロから作るDeep Learning」Pythonで学ぶ
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ーズ 講談社 (2015). 
[4] Sebastian Raschka: 「Python機械学習プログラミング 達
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[10] 西尾泰和: 「word2vecにより自然言語処理」 オライリ ・ー
ジャパン 電子書籍 epub (2014). 
[11] TensorFlow https://www.tensorflow.org 
[12] Chainer http://chainer.org 
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[16] http://yoshipc.net/word2vec-wiki/ 
順位 語 距離
㻝       お姫様 㻜㻚㻢㻣㻜㻜㻜㻝
㻞 シンデレラ 㻜㻚㻢㻜㻡㻝㻟㻤
㻟    お姫さま 㻜㻚㻡㻥㻡㻟㻥㻢
㻠       女王様 㻜㻚㻡㻥㻜㻢㻤㻥
㻡          姫君 㻜㻚㻡㻣㻞㻣㻠㻟
㻢          魔女 㻜㻚㻡㻢㻡㻣㻣㻤
㻣          花嫁 㻜㻚㻡㻢㻟㻣㻠㻝
㻤          女王 㻜㻚㻡㻢㻟㻜㻡㻠
㻥          人魚 㻜㻚㻡㻡㻝㻝㻠㻜
㻝㻜       わたし 㻜㻚㻡㻡㻜㻤㻣㻝
㻝㻝          蜜蜂 㻜㻚㻡㻠㻡㻤㻝㻠
㻝㻞          天使 㻜㻚㻡㻠㻞㻥㻣㻡
㻝㻟          ママ 㻜㻚㻡㻠㻞㻡㻠㻤
㻝㻠       白雪姫 㻜㻚㻡㻟㻤㻣㻣㻡
㻝㻡          王子 㻜㻚㻡㻟㻤㻢㻡㻤
㻝㻢       アリス 㻜㻚㻡㻟㻣㻢㻞㻝
㻝㻣 ひとりぼっち 㻜㻚㻡㻟㻢㻠㻟㻜
㻝㻤          淑女 㻜㻚㻡㻟㻢㻜㻢㻤
㻝㻥       人魚姫 㻜㻚㻡㻟㻡㻤㻠㻞
㻞㻜          パパ 㻜㻚㻡㻟㻡㻣㻣㻢
順位 語 距離
㻝           宇宙 㻜㻚㻢㻤㻞㻥㻜㻞
㻞           人類 㻜㻚㻡㻣㻥㻜㻜㻝
㻟           火星 㻜㻚㻡㻣㻡㻠㻡㻢
㻠           惑星 㻜㻚㻡㻢㻡㻞㻠㻥
㻡         太陽系 㻜㻚㻡㻢㻝㻞㻥㻣
㻢         銀河系 㻜㻚㻡㻡㻜㻠㻤㻡
㻣           銀河 㻜㻚㻡㻠㻞㻤㻥㻣
㻤           太陽 㻜㻚㻡㻟㻣㻟㻥㻟
㻥         宇宙へ 㻜㻚㻡㻟㻣㻜㻝㻡
㻝㻜           世界 㻜㻚㻡㻞㻜㻢㻜㻣
㻝㻝              星 㻜㻚㻡㻝㻡㻟㻤㻢
㻝㻞           木星 㻜㻚㻡㻜㻠㻢㻞㻞
㻝㻟      新しい世界 㻜㻚㻡㻜㻟㻞㻝㻥
㻝㻠           月面 㻜㻚㻠㻥㻜㻞㻣㻥
㻝㻡       ラーメタル 㻜㻚㻠㻤㻥㻤㻝㻥
㻝㻢デジタルワールド 㻜㻚㻠㻤㻣㻠㻡
㻝㻣     地球の危機 㻜㻚㻠㻤㻟㻤㻟㻝
㻝㻤       地球環境 㻜㻚㻠㻤㻜㻡㻤㻠
㻝㻥            時空 㻜㻚㻠㻣㻥㻠㻢㻝
㻞㻜           ツフル 㻜㻚㻠㻣㻣㻝㻡㻤
順位 語 距離
㻝        教会 㻜㻚㻤㻤㻣㻤㻠㻞
㻞        同化 㻜㻚㻤㻡㻡㻝㻞㻣
㻟        上級 㻜㻚㻤㻞㻜㻤㻡㻣
㻠        下級 㻜㻚㻤㻜㻝㻜㻤㻢
㻡        社会 㻜㻚㻣㻤㻥㻜㻞㻝
㻢        裁判 㻜㻚㻣㻣㻟㻟㻞㻠
㻣 またがる 㻜㻚㻣㻡㻟㻜㻥㻞
㻤        基礎 㻜㻚㻣㻠㻣㻜㻞㻣
㻥        別個 㻜㻚㻣㻠㻡㻤㻡㻞
㻝㻜        使命 㻜㻚㻣㻠㻡㻠㻡㻠
㻝㻝 キリスト教 㻜㻚㻣㻠㻟㻝㻟㻤
㻝㻞      である 㻜㻚㻣㻠㻝㻡㻢㻝
㻝㻟        包含 㻜㻚㻣㻠㻜㻠㻜㻜
㻝㻠        求む 㻜㻚㻣㻟㻝㻢㻞㻜
㻝㻡    永久不変 㻜㻚㻣㻞㻤㻟㻣㻠
㻝㻢        一定 㻜㻚㻣㻞㻠㻜㻥㻥
㻝㻣        異教 㻜㻚㻣㻞㻟㻟㻜㻡
㻝㻤        登っ 㻜㻚㻣㻞㻝㻢㻡㻡
㻝㻥        段階 㻜㻚㻣㻝㻥㻥㻢㻝
㻞㻜        区別 㻜㻚㻣㻝㻥㻤㻡㻤
順位 語 距離
㻝        教会 㻜㻚㻤㻞㻠㻝㻠㻥
㻞  キリスト教 㻜㻚㻣㻣㻟㻥㻜㻜
㻟        社会 㻜㻚㻣㻠㻣㻠㻡㻤
㻠        包含 㻜㻚㻣㻠㻠㻥㻜㻟
㻡        処罰 㻜㻚㻣㻝㻟㻣㻥㻝
㻢        本質 㻜㻚㻣㻝㻝㻡㻜㻞
㻣      役回り 㻜㻚㻣㻝㻜㻤㻣㻣
㻤 㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻹㼛㼛㼞 㻜㻚㻣㻜㻣㻠㻥㻣
㻥        論拠 㻜㻚㻣㻜㻟㻣㻡㻥
㻝㻜        国法 㻜㻚㻣㻜㻟㻞㻝㻟
㻝㻝        裁判 㻜㻚㻣㻜㻜㻡㻞㻥
㻝㻞        異教 㻜㻚㻢㻥㻠㻟㻡㻡
㻝㻟    永久不変 㻜㻚㻢㻥㻜㻟㻞㻞
㻝㻠        定め 㻜㻚㻢㻤㻥㻣㻟㻟
㻝㻡        基礎 㻜㻚㻢㻤㻤㻣㻠㻣
㻝㻢        現今 㻜㻚㻢㻤㻤㻡㻡㻝
㻝㻣        監視 㻜㻚㻢㻤㻝㻥㻢㻣
㻝㻤     投げこま 㻜㻚㻢㻣㻥㻤㻠㻤
㻝㻥        犯人 㻜㻚㻢㻣㻣㻝㻥㻥
















































































































































































































































































1) 中央教育審議会 (2008): 学士課程教育の
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効 率 よ く 解 析 お よ び 分 析 す る た め , 
RDB(MySQL)に取り込み, 脆弱性の内容と危険
度, 台数, 機器管理者人数を集計し, 機器管理者
に通知する脆弱性内容を選定している。 











ものを作成している。(図 1 参照) 
作成するにあたり使用しているツールは OSS












































無線 LAN 接続サービスの更改状況について 
 
学術情報部情報政策課 山田 純一 
 
総合情報基盤センターでは，統合認証による無線 LAN 接続サービスを行っている。ここ数年は，










ザ ID とパスワードを用いて，無線 LAN 接続サ
ービスが利用できるようにした。 
その後，学内の無線アクセスポイントを増備
















能な IP アドレスを増やした。 
 
２．更改計画 
更改計画では，平成 27 年度から平成 30 年度
にかけて，順次，無線アクセスポイントを更改し
ていく。各年度の計画は，表 1 のとおりである。 
表 1 各年度の更改計画 
平成 27 年度 高岡 
平成 28 年度 五福 
平成 29 年度 杉谷・五福 












発生した。平成 28 年 3 月には，その対策として






















































































































































































































































































防 犯 ブ ザ ー   600円 
無線 LAN ルータ   0円（既存品） 
Androidタブレット   0 円（既存品） 
家庭用無線 LAN ルータ   0円（既存品） 
microSD カード 16GB   0円（既存品） 
microUSB ケーブル   0円（既存品） 

















総合情報基盤センター 技術補佐員 内田 並子 
総務部 広報課 水島 智代 
富山大学公式ウェブサイトが、大学サイトの使いやすさを客観的に調査する『>PC 編@全国大学サイト・
ユーザビリティ調査 2016-2017』において、3 年連続で全国の国公私立大学サイト中総合 1 位という最高
評価を得た。この 1 年間での技術的課題の改善点、HTML の実装方法などについて解説する。また、情報
アクセシビリティの原点に立ち返り、今後の課題とその解決策を考えていきたい。 
キーワード：大学、ウェブサイト、アクセシビリティ、ユーザビリティ、評価 


















































第回 㻞㻜㻝㻢年㻌 㻝位㻌 㻝位㻌 㻥㻢㻚㻣㻡㻌 スマートフォン表示の最適化（表の横スクロールバーの表示、マップの表示ずれを修正）㻌
第回 㻞㻜㻝㻡年㻌 㻝位㻌 㻝位㻌 㻥㻟㻚㻥㻟㻌 「交通手段の説明」および「就職情報」について、見える化大学概要などの*6/.対応デジタルパンレットを内製
第回 㻞㻜㻝㻠年㻌 㻝位㻌 㻝位㻌 㻥㻞㻚㻣㻠㻌 画像のコントラスト比、トップページ・ユーザビリティの「リンク名」「トップページの長さ」などを改善㻌
第回 㻞㻜㻝㻟年㻌 㻠位㻌 㻟位㻌 㻤㻢㻚㻜㻣㻌 年月 リニューアル *6/.%55レスポンシブ・ウェブデザイン採用、マルチデバイス対応㻌
第回 㻞㻜㻝㻞年㻌 㻠位㻌 㻟位㻌 㻥㻝㻚㻜㻝㻌 年秋～ウェブリニューアルの新サイト作成作業開始旧サイトは、日々の更新作業にとどまる㻌
第回 㻞㻜㻝㻝年㻌 㻠位㻌 㻠位㻌 㻥㻝㻚㻜㻝㻌  年  月 東日本大震災発生 震災情報については、特に念入りにアクセシビリティへの配慮
第回 㻞㻜㻝㻜年㻌 㻞位㻌 㻞位㻌 㻥㻝㻚㻞㻥㻌 ページタイトルのVKVNG タグとページ見出しの表記統一、表記内容を改善
第回 㻞㻜㻜㻥年㻌 㻢位㻌 㻠位㻌 㻤㻝㻚㻥㻤㻌 ゲートウェイページの廃止
第回 㻞㻜㻜㻤年㻌 㻠位㻌 㻞位㻌 㻤㻝㻚㻥㻢㻌 455による更新情報の配信開始
第回 㻞㻜㻜㻣年㻌 㻝㻥位㻌 㻢位㻌 㻢㻝㻚㻜㻣㻌 アクセスマップ、キャンパスマップを刷新年月 英語版ページ公開㻌
第回 㻞㻜㻜㻢年㻌 㻥㻝位㻌 㻟㻣位㻌 㻠㻞㻚㻡㻜㻌 年月 三大学統合後 リニューアル年月～ :*6/.%55 㻌
第回 㻞㻜㻜㻡年㻌 㻝㻝㻣位㻌 㻡㻜位㻌 㻟㻤㻚㻣㻥㻌 年月日 三大学統合統合準備～統合 移行期のウェブ㻌
第回 㻞㻜㻜㻠年㻌 㻝㻥位㻌 㻠位㻌 㻡㻢㻚㻤㻟㻌 三大学（富山大学、富山医科薬科大学、高岡短期大学）統合前、旧富山大学のウェブサイト
 
 













































































































































































する画像サイズは、660 x 281 pxと設定しているが（図
12）、タイムテーブルの画像をクリックして、拡大表示















規格『ISO/IEC 40500:2012』（W3C 勧告『WCAG 
2.0』8））と一致した内容になった。」「用語や各達
成基準の文言を、『JIS X 8341-3:2010』（旧規格）

















































































































 平成 28年 3月から平成 29年 2月までに総合情報基盤センターで企画・開催した学内講習会は、以下のとおりです。 講習会名 Excel講習会 
開催日時 (日程A) 
1回目：2016年 5月 9日(月) 10時 30分～12時 
2回目：2016年 5月 16日(月) 10時30分～12時 3回目：2016年 5月 23日(月) 10時30分～12時 
4回目：2016年 5月 30日(月) 10時30分～12時  
開催場所 総合情報基盤センター 3階端末室（五福キャンパス） 
受講対象 学生 
受講者数 2名 
担当講師 総合情報基盤センター 牧野久美 















1回目：2016年 10月 24日(月) 10時30分～12時 
2回目：2016年 10月 31日(月) 10時30分～12時 3回目：2016年 11月 7日(月) 10時30分～12時 
4回目：2016年 11月 14日(月) 10時30分～12時 (日程B) 
1回目：2016年 10月 25日(火) 13時～14時 30分 
2回目：2016年 11月 1日(火) 13時～14時 30分 
3回目：2016年 11月 8日(火) 13時～14時 30分 4回目：2016年 11月 15日(火) 13時～14時 30分 
開催場所 総合情報基盤センター2階 端末室（五福キャンパス） 
受講対象 学生 
受講者数 22名 
担当講師 総合情報基盤センター 牧野久美 






開催日時 2017年 2月 20日（月曜日） 15時～17時 開催場所 共通教育棟（A棟）1階 ラーニング・コモンズ室（A11） （五福キャンパス） 受講対象 教職員 
受講者数 22名 




  富山大学総合情報基盤センターでは，下記のソフトウェアについてライセンス契約を結んでおり，利用資格を満たす希望者に対してライセンスの貸出しを行っています。 
 遵守事項  貸与されたソフトウェアの複製を行わないこと。  貸与されたソフトウェアが第三者によって別な機器で利用可能となる状態にしないこと。  申請した機器以外へのインストールを行わないこと。  貸与されたソフトウェアのライセンス認証に関わる情報を第三者に開示しないこと。  ソフトウェアの利用にあたって、利用責任者の管理下外の者に使用させないこと。  何らかの理由により利用資格を失った場合および大学のライセンス契約終了時には、利用中のソフトウェアをすべて削除すること。 
  利用に関する詳細は，センターのWebページを参照ください。  URL：http://www.itc.u-toyama.ac.jp/service/license.html 
 平成 29年 2月 1日現在 
 
 
ソフトウェア Ver. 利用用途等 利用申請資格者 Symantec Endpoint Protection 12.1.6 コンピュータ ウイルス対策 本学の職員 (Windows,Mac OS) ESET Endpoint AntiVirus(Windows，Macintosh) 6.x JMP(Windows， Mac OS) 12 データ分析／統計 本学の職員 SPSS(Windows,Mac OS) 23 統計解析 本学の職員 Amos(日本語版対応) 23 共分散構造分析 本学の職員 
Matlab R2015ｂ データ解析， 本学の教員 モデリング等 Mathematica 10 数式処理等 本学の教員 
インテル Visual Fortran Composer XE（Windows） 2011 Fortran コンパイラ 五福キャンパスの教員
インテル Fortran Composer XE（Mac OS ） 2011 Fortran コンパイラ 五福キャンパスの教員




 総合情報基盤センター 技術補佐員 牧野久美 1. 講習会日程   平成28年度 前  期 平成28年度 後  期 日程A(10:30～12:00) 日程B(13:00～14:30） 日程A(10:30～12:00) 日程B（13:00～14:30）第1回目 5月 9日（月） 5月10日（火） 10月24日(月) 10月25日(火) 第2回目 5月16日（月） 5月17日（火） 10月31日(月) 11月 1日(火) 第3回目 5月23日 (月） 5月24日（火） 11月 7日(月) 11月 8日(火) 第4回目 5月30日（月） 5月31日（火） 11月14日(月) 11月15日(火)  担当：  総合情報基盤センター 技術補佐員 牧野久美  場所：  五福キャンパス 総合情報基盤センター 第2端末室     2. 講習会目的 
MS-Office Excel2013 を利用して，情報処理科目で学んだ表計算ソフト基本操作を復習し，実用的なテーマを使い，授業や就職後の実務で役立つ活用方法をマスターする。 3. 受講者数  （前期）学部生  2名          計 2名 （後期）学部生 20名 / 院生 2名      計22名  合計 24名 4. 使用教材 テキスト「情報利活用 表計算 Excel 2013/2010 対応」日経 BP 社   5. アンケート結果から 
①   所属と学年 
② どのように講習会を知りましたか？ 
③ 受講理由 
 ④ 講習内容について         
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⑤ 学習管理システム「Moodle」について         ⑥ どのような学習形式が利用しやすいですか。 
 ⑦ その他どのようなコース等があればよいですか。 ・ Power Point , Word ・ 事務処理を行う上で必要な知識 ・ Photoshop ・ 論文の検索・調査方法や統計の学習支援 ・ １年次に受講する必修科目情報授業の応用コース  ⑧ 学習管理システム「Moodle」について感想，ご意見を具体的に述べてください。 ・ 左のナビゲーションシステムが一覧になって見やすい ・ 操作が若干わかりにくい ・ フィードバックを頂けることで，とてもモチベーションにつながった。課題のダウンロードから提出までが簡単で，学習しやすかった。  ⑨ ご意見，感想などございましたら，ご記入ください。 ・ 4 回では少し物足りない気がした。あと 1回あればテキストをすべて学習できると思うので，ぜひお願いしたいと思った。 ・ 講習の内容の進み方は少し早かったが，少人数体制で取り組めたので良かった。残り





 １． 論文・著書 
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• 小川亮, 上木佐季子, “情報処理教育における「一人 TT」授業の開発と評価－授業者自身が解説するビデオ教材の利用した授業の試み－”, 富山大学人間発達科学研究実践総合センター紀要 教育実践研究, No.11, pp.133-141, 2016. 
 ２． その他論文・研究報告・解説・資料 
• 布村紀男, “Sparkで並列分散処理の体験”, 富山大学総合情報基盤センター広報, Vol.11, 
pp.69-70, 2016. 
• 上木佐季子, “富山大学五福キャンパスの教養教育科目「情報処理」の変遷”, 富山大学総合情報基盤センター広報, Vol.13, pp.35-43, 2016. 
• 小川亮, 上木佐季子, “情報処理教育における「一人 TT」授業の開発と評価－授業者が解説するビデオ教材の利用がもたらす効果－”, 日本教育心理学会第 58回総会発表論文集, PA83, 
2016. 
• 奥村弘, “レジリエントな地震防災・減災機能を強化する鉄道バラスト軌道の新技術とシミュレーション”, 富山大学総合情報基盤センター広報, vol.13, pp.44-48, 2016. 
• Y. Iseki, K. Okino and T. Murayama, “Network Coding and Dynamical Systems”, 2016 International 
Symposium on Nonlinear Theory and Its Applications (NOLTA 2016), Shizuoka, Japan, 2016. 
• T. Fujita, K. Okino and T. Murayama, “Approaching Rate Distortion Bound with Reinforcement 
Message Passing”, 2016 International Symposium on Nonlinear Theory and Its Applications (NOLTA 
2016) Shizuoka, Japan, 2016. 
• 深見友紀子, 黒田義道, 遠山和大, 赤羽美希, “「正信念仏偈」データベースと e ラーニングの構築 : その 2  越前 4派の旋律収集と楽譜化”, 京都女子大学宗教・文化研究所研究紀要, 29, 
61-74, 2016. 
• 遠山和大, 鈴木洋一, 中嶋大輔, “バルセロナの墓地にみる葬送文化の伝承事業について”, 火葬研究, 20, 44-45, 2016. 
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• 中嶋大輔, 遠山和大,鈴木洋一, “傾斜地を活かした墓地計画について－バルセロナ・モンジュイック墓地を例にして－”, 火葬研究, 20, 40-41, 2016. 
• 鈴木洋一, 遠山和大, 中嶋大輔, “バルセロナの火葬場における施設計画と葬送行為について”, 火葬研究, 20, 42-43, 2016. 
• 畑篤, 木原寛, “Word文書を利用したMoodle小テスト問題の一括作成（２）－正誤、組合せ問題の変換及びMoodle XMLファイルのWord形式の逆変換”, Proceeding of Moodle Moot Japan 
2016, 36-41, 2016. 
 ３． 口頭発表 
• N. Nunomura and S. Sunada, “Iron-water interface under electrochemical condition”, 9th 
International Conference on Processing and Manufacturing of Advanced Materials (THERMEC’2016), 
Graz, Austria, May. 2016. 
• N. Nunomura and S. Sunada, “A first-principles study of water on the charge dope Fe surface”, 11th 
International Conference on the Physical Properties and Application of Advanced Materials 
(ICPMAT2016), Changji, China, Jul. 2016. 
• N. Nunomura, K. Nishimura, K. Matsuda and T. Matsuzaki, “First-Principles Study of Interstitial 
Hydrogen in Aluminum Alloys”, 9th Pacific Rim International Conference on Advanced Materials and 
Processing (PRICM9), Kyoto, Japan, Aug. 2016. 
• 布村紀男, 畠山賢彦, 砂田聡, “電荷ドープされた鉄表面における水分子の分子動力学シミュレーション”, 日本金属学会北信越支部・日本鉄鋼協会北信越支部連合講演会, 2016年 12月. 
• 布村紀男, 西村克彦, 松田健二, “Al-Mg-Si合金の原子空孔および溶質原子モデルの陽電子消滅計算”, 日本金属学会北信越支部・日本鉄鋼協会北信越支部連合講演会, 2016年 12月. 
• 小川亮, 上木佐季子, “情報処理教育における「一人 TT」授業の開発と評価－授業者が解説するビデオ教材の利用がもたらす効果－”, 日本教育心理学会第 58回総会, PA83, 2016年 10月. 
• 上木佐季子, 木原寛, 畑篤, “Moodleの小テスト作成がとっても楽に”, 第 9回日本ムードルムート, ワークショップ,  2017年 2月. 
• 木原寛, 畑篤, 上木佐季子, “アンケート（Feedback）質問の一括作成ツールの開発”, 第 9回日本ムードルムート, 2017年 2月. 
• T. Sakaguchi, K. Okino and T. Murayama, “On a Modification of Network Coding for Quasi-static 
Process in Dynamical Systems”, 2016 International Conference for Top and Emerging Computer 
Scientists (IC-TECS 2016), Taipei, Taiwan, Dec. 2016. 
• 遠山和大, “「ワークシート」活用により学生の学習意欲を高める試み”, 第 64回中国・四国地区大学教育研究会, 自然科学分科会, 2016年 6月. 
• 遠山和大, 鈴木洋一, 中嶋大輔, “バルセロナの墓地にみる葬送文化の伝承事業について”, 第
18回火葬研大会, 研究発表会 2016, 2016年 11月. 
• 中嶋大輔, 遠山和大, 鈴木洋一, “傾斜地を活かした墓地計画について－バルセロナ・モンジュイック墓地を例にして－”, 第 18回火葬研大会, 研究発表会 2016, 2016年 11月. 
• 鈴木洋一, 遠山和大, 中嶋大輔, “バルセロナの火葬場における施設計画と葬送行為について”, 第 18回火葬研大会, 研究発表会 2016, 2016年 11月. 
• 畑篤, 木原寛, 遠山和大, “Word文書を利用したMoodle小テスト問題の一括作成(3) －ミッシングワード選択及びドラッグ＆ドロップ問題－”, 第 9回日本ムードルムート, 2017年 2月. 





• 上木佐季子, JSiSE学生研究発表会 北信越地区 実行委員, 2010年 10月-2017年 3月. 
• 上木佐季子, 教育システム情報学会北信越支部 幹事, 2013年 8月-. 
• 奥村弘, 日本シミュレーション学会, 理事, -2016年 7月. 
• 奥村弘, 第 20回計算工学講演会, OS「流れの計算法」, オーガナイザー. 
• 奥村弘, 日本学術会議, 委員, 2016年 10月-2017年 9月. 
• 沖野浩二, 情報処理学会 CSEC研究会 運営委員. 
• 沖野浩二, 情報処理学会 編集委員. 
• 沖野浩二, 情報科学技術フォーラム（FIT2016）実行委員会委員, 現地実行委員会委員, 研究専門委員会担当委員. 
 ５． 補助金等 
• 布村紀男 (研究統括者), “第一原理計算による金属表面及び金属複合体の量子現象の研究”, 共同研究費 (矢崎総業株式会社), 1497千円, 2016年 6月-2017年 6月. 
• 奥村弘 (研究代表), “バラスト振動変形挙動評価技術と地震防災・減災機能を強化する鉄道安全技術の構築”, 科学研究費助成事業, 挑戦的萌芽研究, 課題番号: 16K13734, 3900千円, 平成
28-30年度. 
• 遠山和大 (研究協力者), “真宗各派の「念仏・和讃」データベースと e-ラーニングの構築 –  その 2”, 平成 28年度京都女子大学宗教･文化研究所共同研究助成（研究代表者： 京都女子大学発達教育学部准教授 黒田正道）, 75千円, 2016年 4月-2017年 3月. 
 ６． 外部講演 
• 遠山和大, “科学先取りグロ-バルキャンパス岡山 先進科学体験「蒜山フィールド実習」”, 講師, 岡山大学, 2017年 2月 10-11日. 
 ７． 社会貢献活動 





 平成 28 年 1 月から平成 29 年 1 月上旬までの、学内外のネットワーク利用状況は下記の
とおりです。日中のピーク時には 800Mbps を超える通信が発生しており、日平均では、平




また、平成２７年にも無線 LAN で利用できる IP アドレスの増設を行いましたが、平成
２８年も無線 LAN を利用するユーザ数が、日中常に 1500 台を越えるようになり、IP アド
レスの枯渇、無線帯域の不足が発生していました。これに対しては、無線 LAN の運用管理










平成 28年 VPN 接続利用状況 
  総合情報基盤センターでは， SSL-VPNを利用して学外から学内ネットワークに接続できるサービス（アンドロイド系端末の利用可）を実施しています。 
SSL-VPNの接続方法は，総合情報基盤センターWebページに掲載されています。 





 利用月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 利用者数 1,824 2,002 2,200 2,005 1,960 1,873接続時間合計(hr) 4,390 5,942 11,392 4,263 6,301 4,453







 利用月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 利用者数 4,424 10,367 8,866 10,449 4,677 3,932接続時間合計(hr) 4,756 10,141 16,834 11,189 8,891 4,121 利用月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 利用者数 4,243 6,910 12,149 12,151 4,090 3,181接続時間合計(hr) 5,070 5,245 10,472 9,476 4,662 2,595
 
 
表１ 職員の SSL-VPN接続状況 
表２ 学生の SSL-VPN接続状況 
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無線 LAN 基地設置状況 
 総合情報基盤センターでは，ネットワーク利用環境の向上のため，各学部・研究科の講義室や端末室などの一部に認証機能付き無線 LAN アクセスポイントを設置し，学生や教員のパソコンから，情報ネットワークへ容易にアクセス環境を提供しています。 これらの無線 LAN アクセスポイントにおける接続は，統合認証システムと連携した利用者認証機能により，あらかじめ定められたユーザーにのみネットワーク接続を許可するもので，暗号化による通信など一定のセキュリティ条件を満たしています。利用に当たっては，総合情報基盤センターが発行する ID とパスワードが必要です。  なお，総合情報基盤センターが提供する無線 LAN アクセスポイントを利用するためには，パソコンに IEEE802.1x規格に対応した無線 LAN機能が搭載されている必要があります。  無線ＬＡＮアクセスポイントは以下のとおりです。 
 五福キャンパス
 総合情報基盤センター ・1階 第 1端末室 ・2階 第 2端末室 ・2階 リフレッシュルーム ・3階 第 3端末室 ・4階 第 4端末室 
 共通教育棟 ・1階 A11 番教室（会議室） ・2階 A21 番教室 ・2階 A23 番教室 ・3階 A31 番教室 ・3階 A32 番教室 ・3階 A34 番教室 ・4階 A41 番教室 ・4階 A42 番教室 ・4階 A43 番教室 ・2階 B21 番教室 ・1階 C11 番教室 ・1階 C13 番教室 ・2階 C21 番教室 ・1階 D11 番教室 ・2階 E23 番教室（学生控室ｺｰﾅｰ） 
 人文学部 ・1階 端末室 ・1階 大会議室 ・1階 多目的室Ｂ ・1階 第１講義室 ・1階 ラウンジ ・2階 小会議室 ・2階 第 3講義室 ・2階 第 4講義室 ・2階 ラウンジ  ・3 階 第 5 講義室 ・3階 第 6講義室 ・3階 ラウンジ 
 人間発達科学部 ・第 1棟 1階 111 講義室 ・第 1棟 1階 112 講義室 ・第 1棟 1階 113 講義室 ・第 1棟 1階 114 講義室 ・第 1棟 1階 115 講義室 ・第 1棟 1階 117 講義室 ・第 1棟 2階 大会議室 ・第 1棟 2階 中会議室 ・第 1棟 2階 小会議室 ・第 1棟 4階 141 講義室 ・第２棟１階 エントランス ・第２棟 1階 211 講義室 ・第２棟 2階 端末室 ・第３棟 3階 311 講義室 ・第３棟 3階 331 講義室 ・第３棟 3階 332 講義室 ・第３棟 4階 341 講義室 ・第３棟 4階 342 講義室 ・第５棟１階 レンタルルーム 7  ※ ・第５棟１階 レンタルルーム 10 ※ ・人間発達科学研究実践総合センター 
 経済学部 ・講義棟 1階 101 講義室 ・講義棟 1階 102 講義室 ・講義棟 2階 201 講義室 ・講義棟 3階 301 講義室 ・講義棟 4階 401 講義室 ・演習棟 2階 昼間主コース学生控室 ・演習棟 4階 端末室 ・研究棟 2階 学生掲示板前 ・研究棟 2階 小会議室 ・研究棟 3階 資料室（２） ・研究棟 4階 視聴覚室 ・研究棟 4階 情報処理室 
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・研究棟 7階 中会議室 ・研究棟 7階 大会議室  
 理学部  ・１号館 1階 端末室 ・１号館 2階 講義室（A238) ・１号館 2階 講義室（A239) ・１号館 2階 C202 ・１号館 2階 コラボレーション（C205) ・１号館 3階 A337 ・１号館 4階 コラボレーション（A424) ・２号館 1階 エントランス ・２号館 1階 会議室（B136） ・２号館 2階 小会議室 ・２号館 1階 学部長会議室 ・２号館 2階 リフレッシュスペース ・２号館 2階 多目的ホール（B243） ・２号館 3階 リフレッシュスペース ・２号館 4階 リフレッシュスペース 
 工学部  ・講義棟 1階 104 講義室（第１端末室） ・講義棟 1階 105 講義室（第２端末室） ・講義棟 1階 106 講義室 ・講義棟 1階 ホール ・講義棟 2階 ホール ・管理棟 1階 エントランス ・管理棟 2階 1261 号室（大会議室） ・管理棟 2階 小会議室 ・管理棟 2階 中会議室 ・電気棟 2階 4210 号室 ・大学院棟 1階 第１大学院演習室 ・大学院棟 2階 リフレッシュコーナー ・大学院棟 3階 リフレッシュコーナー ・大学院棟 5階 第２大学院演習室 ・創造工学センター ・実習工場 
 総合教育研究棟（工学系） ・1階 ラウンジ ・1階 ホール ・1階 11 講義室 ・1階 12 講義室 ・1階 クリエーションスペース ・1階 クリエーションスペース ・1階 プロジェクト企画スペース ・2階 21 講義室 ・2階 22 講義室 ・2階 23 講義室 ・2階 24 講義室 ・2階 25 講義室 ・2階 26 講義室 ・2階 27 講義室 ・2階 28 講義室 
・3階 31 講義室 ・3階 32 講義室 ・3階 33 講義室 ・3階 34 講義室 ・3階 35 講義室 ・3階 36 講義室 ・3階 フリースペース ・4階 イノベーションリサーチ室（1） ・4階 イノベーションリサーチ室（2） ・4階 イノベーションリサーチ室（3） ・4階 イノベーションリサーチ室（4） ・4階 イノベーションリサーチ室（5） ・4階 イノベーションリサーチ室（6） 
 水素同位体科学研究センター ・4階廊下 
 中央図書館 ・1階 閲覧室 ・2階 閲覧室 ・新館 2階 ・新館 3階 ・新館 4階 ・新館 5階 ・新館 6階  
 国際交流センター ・1階 談話室 
 黒田講堂 ・ホール ・会議室 
 学生会館 ・1階 ホール ・1階 学生支援グループ事務室 ・2階 就職支援グループ事務室 
 大学食堂 ・1 階 大学食堂 ・1 階 第２大学食堂 
 AZAMI  ・AZAMI  
 第１体育館  ・第１体育館    ※ 平成 28年度設置個所         
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杉谷キャンパス 
 講座 ・各講座 
 管理棟 ・2階 廊下     ※ ・3 階 大会議室（中） ・3階 大会議室（小） 
 共同利用棟 ・6階 会議室 
 医学部研究棟 ・3階 多目的ルーム 
 講義実習棟 ・1階 大講義室 ・1階 101 教室 ・1階 102 教室 ・1階 103 教室 ・2階 201 教室 ・2階 202 教室 ・2階 203 教室 ・3階 302 教室 ・3階 303 教室 ・3階 304 教室 ・4階 401 教室 ・3階 402 教室 ・3階 403 教室 
 医薬共通棟 ・3階 ゼミナール室 3前廊下 
 薬学新棟 ・7階 セミナー室 8 
 看護学科棟 ・3階 ラウンジ 
 看護学科新棟 ・1階 10 教室前 
 附属病院(学生用)  ・2 階 カンファレンスルーム前廊下 ・2階 臨床講義室１ 
 医薬学図書館 ・医薬学図書館 1階 ・医薬学図書館 2階 ・医薬学図書館 3階 
 医薬イノベーションセンター ・1階 多目的ホール ・1階 廊下     ※ ・2 階 廊下     ※ ・3 階 廊下     ※ 
高岡キャンパス 
 エントランスホール  ・1 階 エントランスホール ・2階 エントランスホール（西） ・2階  エントランスホール（東） 
 A 棟 ・A-204 学部長前室 
 B 棟 ・B1-116 講義室 ・B1-211 講義室 ・B1-212 講義室 ・B1-213 講義室 
 C 棟 ・C-125 コミュニケーションセンター ・C-337 演習室 ・C-339 演習室 ・3階 廊下 ・C-437 演習室 ・4階 廊下 
 D 棟 ・D-131 漆工室 ・D-133 共通実習室 ・D-136-2 金工室 ・D-142 共通実習室前廊下 ・D-148 木工室 
 E 棟 ・E-150 デザイン工芸実習室 ・E-153 大学院共同研究室 ・E-156 大学院共同研究室 ・E-250 建築製図室 ・E-255 建築ゼミ室 ・E-351 デザイン情報実習室 ・E-354 デザイン情報実習室 ・E-456 演習室 ・E-459 演習室 
 F棟 ・F-161 図書館 1F閲覧室 ・F-261 図書館 2F閲覧室 
 H棟 ・１階 ホワイエ ・H-185 講堂 ・H-283 演習室 ・H-290 メディアアート実習室  ※ 平成 28年度設置個所 
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端末室の 24 時間利用については，学部等への入退出ができることが前提です。 











































































端末室名 時限 月曜 火曜 水曜 木曜 金曜 端末室名 時限 月曜 火曜 水曜 木曜 金曜
㻝 㻝
総合情報基盤 㻞 総合情報基盤 㻞
センター１F 㻟 センター１F 㻟
第１端末室 㻠 第１端末室 㻠
46台 㻡 46台 㻡
（Ｗｉｎｄｏｗｓ） 㻢 （Ｗｉｎｄｏｗｓ） 㻢
㻣 㻣
㻝 㻝
総合情報基盤 㻞 総合情報基盤 㻞
センター2F 㻟 センター2F 㻟
第2端末室 㻠 第2端末室 㻠
61台 㻡 61台 㻡
（Ｗｉｎｄｏｗｓ） 㻢 （Ｗｉｎｄｏｗｓ） 㻢
㻣 㻣
㻝 㻝
総合情報基盤 㻞 総合情報基盤 㻞
センター3F 㻟 センター3F 㻟
第3端末室 㻠 第3端末室 㻠
57台 㻡 57台 㻡
（Ｗｉｎｄｏｗｓ） 㻢 （Ｗｉｎｄｏｗｓ） 㻢
㻣 㻣
㻝 㻝
総合情報基盤 㻞 総合情報基盤 㻞
センター4F 㻟 センター4F 㻟
第3端末室 㻠 第3端末室 㻠
65台 㻡 65台 㻡
（Ｗｉｎｄｏｗｓ） 㻢 （Ｗｉｎｄｏｗｓ） 㻢
㻣 㻣
㻝
図書館 㻞 図書館 㻞
マルチメディア 㻟 マルチメディア 㻟
研修室 㻠 研修室 㻠
31台 㻡 31台 㻡
（Ｗｉｎｄｏｗｓ） 㻢 （Ｗｉｎｄｏｗｓ） 㻢
㻣 㻣
㻝 㻝
人文学部 㻞 人文学部 㻞
教育用 㻟 教育用 㻟
端末室 㻠 端末室 㻠
57台 㻡 57台 㻡
（Ｗｉｎｄｏｗｓ） 㻢 （Ｗｉｎｄｏｗｓ） 㻢
㻣 㻣
㻝 㻝
人間発達科学部 㻞 人間発達科学部 㻞
教育用 㻟 教育用 㻟
端末室 㻠 端末室 㻠
47台 㻡 47台 㻡
（Ｗｉｎｄｏｗｓ） 㻢 （Ｗｉｎｄｏｗｓ） 㻢
㻣 㻣
㻝 㻝
経済学部 㻞 経済学部 㻞
教育用 㻟 教育用 㻟
端末室 㻠 端末室 㻠
51台 㻡 51台 㻡
（Ｗｉｎｄｏｗｓ） 㻢 （Ｗｉｎｄｏｗｓ） 㻢
㻣 㻣
㻝 㻝 後半
理学部 㻞 理学部 㻞 後半
教育用 㻟 教育用 㻟
端末室 㻠 端末室 㻠
51台 㻡 51台 㻡
（Ｗｉｎｄｏｗｓ） 㻢 （Ｗｉｎｄｏｗｓ） 㻢
㻣 㻣
㻝 㻝
工学部 㻞 工学部 㻞
教育用 㻟 後半 後半 教育用 㻟
第１端末室 㻠 後半 後半 第１端末室 㻠
56台 㻡 後半 後半 56台 㻡
（Ｗｉｎｄｏｗｓ） 㻢 （Ｗｉｎｄｏｗｓ） 㻢
㻣 㻣
㻝 㻝
工学部 㻞 工学部 㻞
教育用 㻟 教育用 㻟
第１端末室 㻠 第１端末室 㻠
35台 㻡 35台 㻡
（Ｗｉｎｄｏｗｓ） 㻢 （Ｗｉｎｄｏｗｓ） 㻢
㻣 㻣
表4 平成２８年度定期端末室利用状況(五福キャンパス)     は定期端末利用 



























部屋名称 時限 部屋名称 時限
㻝 㻝
杉谷キャンパス 㻞 杉谷キャンパス 㻞
情報処理実習室 㻟 情報処理実習室 㻟
(中） 㻠 (中） 㻠
60台 㻡 60台 㻡
（Mac） 㻢 （Mac） 㻢
㻣 㻣
㻝 㻝
杉谷キャンパス 㻞 杉谷キャンパス 㻞
情報処理実習室 㻟 情報処理実習室 㻟
(大） 㻠 (大） 㻠
１3１台 㻡 １3１台 㻡
（Windows） 㻢 （Windows） 㻢
㻣 㻣









部屋名称 時限 部屋名称 時限
㻝 㻝
高岡キャンパス 㻞 高岡キャンパス 㻞
㻯㻞㻞㻞 㻟 㻯㻞㻞㻞 㻟
45台 㻠 45台 㻠




高岡キャンパス 㻞 高岡キャンパス 㻞
㻯㻞㻞㻟 㻟 㻯㻞㻞㻟 㻟
47台 㻠 47台 㻠
（Windows） 㻡 （Windows） 㻡
㻢 㻢
㻣 㻣




表6 平成２８年度定期端末室利用状況(高岡キャンパス)     は定期端末利用 





























































































































































































































端末室には 1 台のプリンターを設置しています。杉谷キャンパスは大教室 2 台，中教室 2 台，小






持ち点 2000 ポイント／月 
A3 用紙 白 黒：１面あたり 20 ポイント 
カラー：１面あたり 40 ポイント 
A4 用紙 白 黒：１面あたり 10 ポイント 






















































































































































































































































































平成 28年 高速計算機利用状況 







































図 1 平成 28年 月別ジョブ件数 

































































































































平成 28年 端末室障害報告（五福キャンパス） 
 平成 29年 4月から平成 29年 1月末までの，五福キャンパスの各端末室におけるハードウェア障害状況は以下のとおり。参考までに平成 24年からの推移を掲載する。 
 図 平成 24年～平成 29年１月までの各学部における端末故障数推移 
 昨年問題となった周辺機器（特にキーボード）故障の頻発は，メーカーが早々にリコール対応をしてくれたため，大きな混乱が起きることなく収束した。 一方で，USB端子の故障（要マザーボード交換）が目立つようになってきている。（USBメモリ等の利用が一般的となっている以上，致し方ない点ではある。）ただし，現在対応できているのは利用者から報告があった端末のみで，まだ報告の上がっていない故障機が複数あると思われる。  なお，端末室をご利用の際に故障等を発見した場合は，総合情報基盤センターまでご連絡ください。また，故障やメンテナンス等により，すべての端末をご利用いただけない場合がありますので，十分ご留意願います。 
 注） ・平成 26 年は旧情報システムの運用最終年であり，利用率の高い端末室では故障が多く発生している。 ・平成 27年は原因不明の周辺機器（特にキーボード）故障が頻発した。 
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平成 28年 各種会議開催状況 （平成 28年 1月 1日～平成 28年 12月 31日） 
 １． 総合情報基盤センター運営委員会 【H28.3.29】 平成27年度第5回運営委員会 ・教員候補者の選考について ・規則改正について ・名誉教授候補者の推薦について  【H28.6.30】 平成28年度第1回運営委員会 ・委員長に事故があるときの代行者の指定について ・平成27年度事業報告について ・各キャンパス利用負担金に関する取り扱いの改正について ・平成28年度事業計画（案）について ・情報基盤の計画的整備について  【H28.12.2】 平成28年度第2回運営委員会 ・規則の一部改正について ・端末室利用負担金について 
 ２． 総合情報基盤センター運営専門部会  2-1 総合情報基盤センター五福キャンパス運営専門部会 【H28.4.22】 平成28年度第１回総合情報基盤センター五福キャンパス運営専門部会 ・部会長及び副部会長の選出について ・富山大学総合情報基盤センター五福キャンパス利用負担金に関する取扱いの改正について ・平成27年度事業報告について  2-2 総合情報基盤センター杉谷キャンパス運営専門部会 【H28.2.10～H28.2.19】 平成27年度第3回総合情報基盤センター杉谷キャンパス運営専門部会(電子会議) ・人事異動に伴う新委員について ・教育研究整備維持費分の収入減への対処方法について 【H28.5.26】 平成28年度第1回総合情報基盤センター杉谷キャンパス運営専門部会 ・部会長の選出について ・利用負担金に関する取り扱いの改正について 
・平成27年度決算，平成28年度予算（案）について ・情報システムの稼働，運用状況について  2-3 総合情報基盤センター高岡キャンパス運営専門部会 【H28.4.26】 平成28年度第1回総合情報基盤センター高岡キャンパス運営専門部会 ・部会長及び副部会長の選出について ・高岡キャンパス利用負担金に関する取り扱いについて ・ウイルス対策ソフト購入費用の無料化について  ３． センターミーティング (総合情報基盤センター教職員会議) 【H28.1.21】 ・平成28年度京都大学高速計算機システムの機関契約について ・総合情報基盤センター運営委員会委員及び五福キャンパス運営専門部会委員の推薦について ・センターパンフレットの進捗状況について 
・キャンパスガイドの確認について ・センター広報について ・研究倫理教育の受講状況について ・富山大学教養教育一元化に係る基本方針について 【H28.2.18】 ・「五福キャンパス利用負担金の取扱い」の改正について ・「総合情報基盤センター入退館ICカード取扱要項（案）」について     ・京都大学情報メディアセンター全国共同利用運営委員会委員の推薦について ・情報システム利用承認書の変更について ・総合情報基盤センターの緊急時連絡について            【H28.3.17】 ・「教育用端末装置を設置する端末室利用要項」の一部改正について ・総合情報基盤センターの緊急時連絡について     ・DC棟ラック貸し出しサービスの今後の対応について ・ 会計検査院の実地検査について  ・五福キャンパス事務職員の情報システム利用負担金等について ・教員の年俸制移行について ・学長裁量経費による国際シンポジウム開催にかかる経済支援について 
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・SINET回線について 【H28.4.18】 ・平成27年度 総合情報基盤センター事業報告 ・平成28年度北信越・国立大学情報系センター会議開催について ・学内外の各種委員会委員一覧について ・セキュリティ対策について 【H28.5.23】 ・総合情報基盤センター機器管理者について ・総合情報基盤センターの建物及び設備点検実施結果について ・平成28年度の研究不正防止対応計画書個別詳細実施計画について ・基幹ネットワーク・システムの今後の整備について ・総合情報基盤センター予算の状況について ・教養教育一元化の進捗状況について 【H28.6.20】 ・平成27年度事業報告について ・平成28年度事業計画(案)について ・平成28年度北信越・国立大学情報センター会議報告 ・施設企画課への施設長寿命化計画の確認内容について ・情報基盤整備費について 【H28.7.25】 ・総合情報基盤センター職員連絡会議（仮称）内規の制定について ・ネットワーク管理について ・国立大学法人情報系センター協議会総会，センター長懇談会報告 ・情報セキュリティ対策の取り組みについて    ・総合情報基盤センターの電気使用量について ・学術情報処理研究の査読委員の推薦について ・消防計画の改訂について 【H28.9.18】 ・北陸IBM研究会について ・京都大学高速計算機の機関利用について ・センター系教員の業績評価について ・年俸制教員の業績評価について ・後期のセンターミーティングについて ・センター広報について ・センターの講演会について ・本学の情報セキュリティ強化策について 【H28.10.20】 ・ソーシャルメディアの運用管理について ・直通電話回線の契約について ・データセンター棟の防鳥対策について ・ネットワーク機器の更新について ・研究不正防止計画の取り組みについて 
・センター講演会について ・センター広報について ・情報資産管理調査について ・情報セキュリティインシデントについて 【H28.11.24】 ・アカウントの適切な管理について ・障害を理由とする差別の解消の推進するための監督補助者の指定について ・センター講演会について ・センター広報について ・総合情報基盤センターの電気使用量について ・平成29年度(2017)国内雑誌購入について ・CISO会議報告について ・センターが企画する公開講座について ・アドビソフトウェアのバージョンアップについて ・今後のセンターミーティングについて ・教養教育に関することについて  ４． 総合情報基盤センター職員連絡会議 【H28.12.15】 平成２８年度第１回総合情報基盤センター職員会議 ・富山大学総合情報基盤センター職員連絡会議について ・平成29年度総合情報基盤センタ （ー五福）の開館予定について ・「キャンパスガイド2017」 ・平成28年度センター講演会について ・総合情報基盤センター広報 vol.14について ・平成29年度大学入試センター試験に伴う試験監督の派遣について ・平成28年度予算の計画的な執行について ・教員業績データベース公開項目の登録について ・無線LANの設定変更について ・教員の業績評価ついて ・年末年始の長期休暇にあたって ・情報セキュリティ研修（eラーニング）の実施について ・情報システム教育利用者用利用申請の変更について  ５． 広報編集者会議 【H28.10.13】 ・特集テーマについて 【H28.11.17】 ・特集テーマについて ・センター広報の構成について 【H28.12.17】 ・研究開発・教育支援活動報告について 【H29.2.3】 ・広報の発行スケージュールについて 
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付録
富山大学総合情報基盤センター 運営委員会委員名簿 平成２８年５月２６日現在 所  属 職名等 氏  名 備 考 
総合情報基盤センター センター長 教 授 黒田  卓  
五福キャンパス運営専門部会 部会長 教 授 栗本  猛  
杉谷キャンパス運営専門部会 部会長 教 授 笹野 一洋  
高岡キャンパス運営専門部会 部会長 教 授 長柄  毅一  
総合情報基盤センター 教 授 布村  紀男  
〃 准教授 奥 村  弘  
〃 准教授 上木 佐季子  
〃 准教授 沖野  浩二  
人 文 学 部 教 授 大野  圭介  
人間発達科学部 教 授 鼓  みどり  
経 済 学 部 准教授 若林  丈晴  理工学研究部 （理学） 教 授 栗本   猛  医学薬学研究部 （医学） 教 授 田村  了以  医学薬学研究部 （薬学） 教 授 水口  峰之  理工学研究部 （工学） 教 授 佐藤  雅弘  芸術文化学部 准教授 藤田  徹也  
和漢医薬学総合研究所 教 授 柴原  直利  
附 属 病 院  教 授 中川   肇  
事 務 局 学術情報部長 内島  秀樹  
－76－
富山大学総合情報基盤センター 五福キャンパス運営専門部会委員名簿 平成２８年４月２２日現在 所  属 職名等 氏  名 備 考 
人 文 学 部  教 授 大野  圭介  （運営委員会委員） 
〃 教 授 黒田   廉   人間発達科学部 
（大学院教職実践開発研究科） 教 授 黒田   卓  （運営委員会委員長） 
人間発達科学部 教 授 上 山  輝   
経 済 学 部  教 授 新里  泰孝   
〃 教 授 白石  俊輔   理工学研究部 （理学） 教 授 栗本   猛 部会長 （運営委員会委員） 
〃 准教授 木村   巌   理工学研究部 （工学） 教 授 柴柳  敏哉   
〃 助 教 菅 野  憲   
総合情報基盤センター 教 授 布村  紀男 副部会長 （運営委員会委員） 
〃 准教授 奥 村  弘  （運営委員会委員） 
〃 准教授 沖野  浩二  （運営委員会委員） 
〃 業務主任 布村 紀男   
情報政策課 課長補佐 上木  祐一   
 
－77－
富山大学総合情報基盤センター 杉谷キャンパス運営専門部会委員名簿 平成２８年５月２６日現在 所  属 職名等 氏  名 備 考 医学薬学研究部（医学） 教 授 笹野  一洋 部会長 （運営委員会委員） 〃 教 授 折笠  秀樹  
〃 寄付講座教員客員教授 廣川 慎一郎  医学薬学研究部（薬学） 教 授 水口  峰之 副部会長 （運営委員会委員） 〃 准教授 杉 森  保  
〃 准教授 杉本  健士  
和漢医薬学総合研究所 准教授 東田  道久  
〃 准教授 小泉  桂一  
附 属 病 院 教 授 中川   肇 （運営委員会委員） 
〃 准教授 北  啓一朗  
総合情報基盤センター 業務主任 笹野  一洋  
情報政策課 係 長 北  治 夫  
 
 
 富山大学総合情報基盤センター 高岡キャンパス運営専門部会委員名簿 平成２８年４月２６日現在 所  属 職名等 氏  名 備 考 
芸術文化学部 教 授 長柄  毅一 部 会 長 （運営委員会委員） 
〃 准教授 沖   和宏  
〃 准教授 横山  天心  
〃 講 師 米川   覚  
総合情報基盤センター 業務主任 藤田  徹也 副部会長 （運営委員会委員） 
情報政策課 係 長 亀谷  仁一  
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平成 29年 1月 6日現在 総合情報基盤センター職員名簿  氏  名 所    属 職 名 備   考 黒田   卓 大学院教職実践開発研究科 教 授 総合情報基盤センター長 笹野  一洋 医学薬学研究部（医学） 教 授 杉谷キャンパス業務主任 藤田  徹也  芸術文化学部 准教授 高岡キャンパス業務主任 布村  紀男 総合情報基盤センター 教 授 五福キャンパス業務主任 上木 佐季子       〃  准教授 奥村   弘       〃  准教授 沖野  浩二       〃  准教授 遠山  和大  〃 講 師 畑  篤 学術情報部情報政策課 技術専門職員 金森  浩治  〃 技術専門職員   山田  純一 〃 技術職員  小林  大輔 〃 技術職員  藤田  由佳 総合情報基盤センター 事務補佐員 太田  則春 〃 事務系再雇用職員 内田  並子 〃 技術補佐員 牧野  久美 〃 技術補佐員 坂本  良子  〃 技術補佐員 千須和いずみ 〃 技術補佐員 小坂 由紀子 〃 技術補佐員               学生 ファティン アミラ  ビンティ モハメド ユソッフ  〃 技術補佐員              学生 石榑  良章 〃 技術補佐員               学生 島崎  紗月  〃 技術補佐員               学生 田代  裕慶 〃 技術補佐員 学生 塚本   薫 〃 技術補佐員 学生 中西  啓太 〃 技術補佐員 学生 松山  幸弘 〃 技術補佐員 学生 宮村 真璃乃 〃 技術補佐員 学生 
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